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京
都
染
色
工
業
調
査

田

杉

競

京
都
の
染
色
工
業
は
大
規
模
な
機
械
染
色
工
場
か
ら
小
巾
友
酬
の
一
零
細
工
場
に
至
る
ま
で
多
種
の
も
の
を
含
み
、
と
の
地
に
h
d

け

る
主
要
産
業
の
一
に
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
あ
る
も
の
は
著
し
い
護
展
を
途
げ
て
他
産
地
と
十
分
に
競
争
し
う
る
力
を
具
え
て
い
る
け

れ
ど
も
、
他
の
も
の
は
か
つ
て
の
文
化
的
遺
産
を
う
け
つ
ぐ
に
と
ど
ま
っ
て
将
来
出
を
期
待
し
が
た
い
と
認
め
ら
れ
る
。
主
と
し

τ

中
小
企
業
を
脱
出
象
と
す
る
の
が
本
制
奈
の
趣
旨
で
あ
る
が
、
同
一
産
業
に
ゐ
け
る
大
企
業
と
の
関
連
を
顧
み
る
必
嬰
が
あ
る
か
ら
、

そ
の
部
分
を
も
調
奈
の
割
象
に
含
め
た
。

京
都
染
色
工
業
の
名
は
京
友
脚
と
と
も
に
白
い
。
そ
の
愛
群
は
寛
永
、
元
秘
(
約
=
一
百
年
以
前
)
の
葺
工
宮
崎
友
騨
粛
忙
も
さ
か

の
ぽ
る
と
い
う
。
良
質
の
水
と
西
陣
織
そ
の
他
に
遮
る
文
化
的
体
統
止
が
と
の
工
業
の
有
利
な
立
地
位
陣
件

E
形
歩
〈
っ
て
い
た
た

め
、
明
治
い
ら
い
府
の
産
業
奨
励
を
機
と
し
C
瑳
展
を
続
け
た
b

芋
描
友
耐
の
ほ
か
、
型
紙
を
は
じ
め
、
種
々
の
染
色
技
法
が
考
案

さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
富
山
脇
高
岡
の
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
の
技
法
を
も
移
し
、
さ
ら
に
大
正
い
ら
い
は
、
機
械
染
色
工
場
が

著
し
い
進
展
を
示
し
た
。
昭
和
十
=
一
年
に
な
り
る
京
都
心
一
機
械
捺
染
工
場
数
は
全
閣
の
三
O
%
(
生
産
高
は
一
六
君
、
そ
の
柿
捺
染
工

場
は
五
一
%
(
牛
露
両
は
凶
一
%
)
、
無
地
染
工
場
は
二
二
%
(
生
産
高
は
九
%
)
、
と
い
う
高
い
地
位
を
占
め
る
に
至
。
た
。

第
七
十
俸

京
都
染
色
工
業
調
査

，、
コ九

第

瞳
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京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

し
か
る
に
大
平
洋
戦
争
が
終
局
に
近
十
い
た
昭
和
十
七
年
以
来
、
数
弐
の
山
刷
物
染
色
工
業
の
整
理
統
合
が
強
行
さ
れ
て
、
多
数
白

業
者
が
統
合
さ
れ
、
ま
た
は
特
段
業
し
、
ま
た
機
械
捺
染
用
。
銅
ロ
ー
ル
は
じ
め
多
く
の
機
械
が
供
出
さ
れ
て
、
企
業
整
備
が
と
D

工
業
に
奥
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
戦
災
を
う
け
な
か
っ
た
だ
け
戟
後
は
か
な
り
速
や
か
な
復
興
を
示
し
た

が
、
今
日
で
も
営
時
の
影
響
が
時
間
ヲ
て
い
る
乙
と
は
蔽
う
べ
く
も
在
い
。

京
都
府
染
色
工
場
の
整
備
欣
品

第

一

弐

整

碕

整

備

前

に

後

の

業

者

数

劃

す

る

比

寧

属

巾

四

二

二

日

弱

小

巾

一

八

八

二

O

儒

出

二

一

一

二

九

ヱ

翠

二

一

ニ

一

一

一

一

一

注

染

一

一

一

。

京
都
府
織
物
染
色
統
制
組
骨
、
昭
和
十
九
年
度
事
業
報
告
脊
に
上
る
。
比
率
は
繁
一
次
整
備
前
忙
謝
す
る
比
車
。

し
た
が
っ
て
い
ず
れ
の
業
縄
に
お
い
て
も
業
者
数
は
四
分
自
一
(
輪
出
)
な
い
L
五
分
の
一
以
下
(
そ
自
他
)
に
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

業

種

別

第
二
次
準
備

後
町
残
存
駿

一一一一一一

一六
O

一九
七
回

整
備
前
に

劃
す
る
比
半

一入
M

一七
一一五四

本
調
官
官
は
京
都
府
労
働
縦
横
研
究
所
の
委
燭
に
も
と
宇
い
て
昭
和
二
十
五
年
夏
に
京
都
大
皐
終
梼
皐
部
畢
生
の
協
力
を
得
て
行
わ

れ
た
も
の
で

b
る
が
、
直
後
調
査
の
責
任
者
た
る
筆
者
。
健
康
上
の
理
由
か
ら
調
奈
の
第
二
段
階
を
割
愛
し
た
た
め
、
労
働
事
情
に

闘
す
る
部
面
が
き
わ
め
て
不
十
分
と
な
う
た
ば
か
り
で
な
く
、
報
告
書
の
議
表
が
沿
〈
れ
た
。
そ
の
後
染
色
工
業
お
上
び
日
本
経
済

期
し
得
&
か
わ

J

た。

白
炊
市
山
に
著
し
い
愛
化
を
見
て
、
デ
ー
タ
が
あ
る
程
度
古
く
な
う
た
の
で
、
新
し
い
数
字
を
補
う
と
と
に
努
め
た
け
れ
ど
も
十
杢
を



調
布
潤
象
と
し
て
各
種
の
作
業
方
法
語
占
ぴ
規
模
に
わ
た
忍
三
十
四
工
場
主
抽
出
し
て
、
と
れ
に
つ
き
聴
取
判
官
叩
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
訓
古
党
内
界
が
か
な
り
詳
細
に
わ
た
る
場
合
、
中
小
企
業
で
は
必
ヂ
し
も
確
貨
な
数
字
を
得
が
た
い
白
で
、
非
有
志
抽
同
法
を

用
い
る
と
と
を
や
め
、
各
組
合
に
砕
い
一
工
選
ば
れ
た
光
の
ご
と
き
工
場
を
一
一
階
代
表
的
な
も
の
と
認
め
た
。
も
ち
ろ
ん
と
と
で
い
う

代
表
的
と
は
必
や
し
ん
優
秀
工
場
佐
立
味
し
な
い
。
封
袋
と
し
て
十
分
な
工
場
数
で
は
な
い
が
調
夜
放
果
L
費
用
の
関
係
か
ら
と
の

程
度
に

ιめ
ざ
る
を
得
な
か
ワ
た
。

業

宿

機

械

梁

康

巾

捺

小

巾

友

部

友
合

計

市軍蹄染色

組

合

名

京

都

織

物

染

色

曾

京
都
横
物
染
色
協
同
組
合

京

都

L
A

間

協

同

組

合

京
野
誠
友
閥
工
業
協
同
組
合

組
合
員
数

-
h
u
 

一一一

一
二
五

ご
玉

O

主
九
宝

調
査
工
場
数七九一O入

三
回

組
合
員
肢
は
昭
和
二
イ
六
年
五
月
現
在

的
横
井
時
名
目
平
工
業
車
一
二
八
貰
。

向
「
京
都
友
開
設
の
露
呈
的
考
察
」
に
つ
い
て
は
、
堀
江
咋
藤
教
授
昭
和
二
十
四
年
度
演
習
報
骨
(
大
槻
弘
君
)
が
注
目
ナ
4

き
肝
究
を
試
事
て
い

る
。
乙
の
部
面
に
お
い
て
は
小
論
も
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

染
色
技
術
白
分
類

京
都
染
色
工
業
調
査

染
色
工
業
の
概
侃

第
七
十
梧

七

告書

続



京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

七

第

披

四

染
色
工
程
は
先
染
織
物
の
た
め
に
原
絡
を
染
め
る
糸
染
(
毛
仁
つ
い
て
は
原
毛
を
染
め
毛
一
場
合
が
あ
る
)

る
後
染
止
に
大
別
さ
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
弐
の
ご
と
〈
分
類
さ
れ
る
。

ム
」
織
上
っ
た
白
生
地
を
染
め

機

械

染

染

「
干
タ
リ

l
y
捺
染

、
型
紙
友
閥
↑

「

友

瞬

↑

(

手

捺

染

↑

{

手

措

友

禅

色
一
手
工
霊

二
世
染
、
ろ

-Bつ
染
な
ど

f

一
注
染
(
ゆ
か
た
梁
)

と
り
ほ
か
染
色
工
場
は
し
ば
し
ば
精
線
、
漂
白
(
晒
)
、
そ
白
伯
附
帯
加
工
を
行
う
か
ら
、
と
れ
が
一
括
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

手
掛
友
硝
は
本
友
耐
と
も
い
わ
れ
、
筆
ま
た
は
刷
毛
を
も
っ
て
模
様
を
描
き
染
め
る
も
の
で

b
り
、
と
の
な
か
に
は
堰
糊
涙
蹄
、

立
柿
友
樹
、
挿
伏
友
融
、
一
珍
友
禅
な
ど
の
技
法
が
あ
り
、
ま
た
と
く
に
裾
模
様
を
友
禅
染
ず
る
場
合
に
は
生
地
を
袖
、
沿
〈
hm
、

襟
な
ど
白
七
切
に
裁
断
し
恒
仕
立
を
し
た
後
に
模
様
を
染
め
る
か
ら
七
切
友
絹
と
い
う
。

型
紙
友
躍
は
糊
を
混
じ
売
染
料
と
型
紙
ム
」
に
上
っ
て
同
じ
模
慌
を
大
量
に
染
め
る
も
の
で
、
虞
巾
物
の
場
合
に
は
型
紙
を
張
く
す

柴
(
無
地
染
)

手

ヱ
染

る
た
め
に
木
枠
に
張
。
た
ス
ク
リ

l
y
に
、
漆
を
も
O

て
却
一
紙
を
固
着
し
て
用
い
る
と
と
が
多
い
。
ま
た
小
巾
友
蹄
の
う
ち
、
問
屋

の
註
文
に
よ
う
て
白
生
地
を
染
め
る
の
を
仕
入
友
禅
と
い
う
に
謝
し
、
消
費
渚
の
註
文
に
よ
る
も
の
を
説
友
耐
と
よ
ぶ
が
、
技
術
的

に
は
後
者
が
染
色
前
忙
色
抜
昔
を
要
す
る
鮪
が
四
去
る
だ
け
で
あ
る
。

経
管
規
模
F
形
態



手
工
染
色
忙
沿
い
て
は
烏
う
む
ね
小
規
模
企
業
で
あ
る
た
め
、
染
色
の
金
工
程
を
一
賞
作
業
で
行
う
場
合
よ
り
も
、
む
し
ろ
染
色

工
程
白
み
を
扱
う
も
の
の
ほ
か
、
精
練
、
同
案
、
型
紙
彫
刻
、
蒸
、
水
街
、
色
抜
き
、
再
整
ゅ
の
し
、
刺
し
ゅ
う
な
ど
の
各
部
分
を

別
仰
の
企
業
が
捨
蛍
し
、
と
れ
ら
の
中
小
企
業
が
一
時
と
な
う
て
友
耕
工
業
を
形
成
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
苅
ま
た

〔

-CERn-EE-一円

4
)

と
れ
ら
を
綜
合
ず
る
問
屋
の
意
義
も
大
き
い
。
こ
と
に
京
都
友
禅
業
は
、
他
産
地
よ
り
も
か
か
る
祉
合
的
介
業
を
な
す
地
方
佑
工
業

の
色
彩
が
濃
く
、

と
れ
を
一
貫
作
業
化
す
べ
き
か
い
な
か
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
京
都
府
の
染
色
聞
係
。

の
で
あ
る
。

協
同
組
合
が
庁
の
ご
と
く
多
数
存
在
す
る
の
は
、
京
友
騨
が
高
級
加
工
を
主
と
す
る
と
と
の
ほ
か
、
以
上
の
ご
と
き
理
由
に
よ
る
も

京
都
府
染
色
閥
係
協
同
組
合

組

合

名

京
都
織
物
染
色

京
都
友
輝

ue"

京
都
挑
友
関
工
業

普
京
都
織
物
精
練

京
都
黒
染
工
業

京
都
繊
維
加
工

京
都
浸
染
調
整
工
業

京
都
染
織
浸
落
工
業

京
都
絞
エ
場

ー
丹
後
精
線
染
色
工
業

京
都
染
色
工
業
調
査

組
合
員
蚊

‘
一
一
二

一一一一

一
一
八
八

二
主

七
三

一一二
三
O

一一一一一一一O
入

一一一

組

合

名

京
都
織
物
精
練
染
色

器
京
都
紋
付
加
工
業

京
都
張
整
理
工
業

京
都
湯
興
工
業

京
都
加
工
浸
染
工
業

京
都
色
染

京
都
旗
印
染
工
業

京
都
中
志
染
色
工
業

#
京
都
友
仙
蒸
水
洗
工
業

京
都
府
染
織

第
七
十
巻

組
合
員
数

主
ご

一三五
六
七

八
宜

二
O

三
九

コ
六

三
七一七

五
O

七

静

揖

五



京
都
染
繍
主
語
事
業

持
京
都
城
染
浸
染
工
業

京
染
卸
商
業

京
都
染
色
エ
業
調
査

第
七
十
巻

七
回

六

四三三
回 O ー

京
都
注
染
和
晒

?
且
都
友
輝
村
染
色
工
業

組
合
員
合
計

第

披
五九

(
工
)
一
一
二
O
入

(
商
)
一
一
一
四
四

(
註
)
昭
和
二
十
五
年
六
月
末
現
在

骨
京
都
市
部
を
地
面
と
す
る
も
の
、
主
熊
野
、
竹
野
、
中
、
奥
謝
、
加
佐
の
王
郡
に
わ
た
る
も
り
、
他
は
ず
ペ
て
京
都
府
下
一
固
を
地
直
と
す
る
。

他
方
、
機
峨
染
色
に
は
小
企
業
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
中
企
業
お
よ
び
大
企
業
が
支
配
的
地
位
を
占
め
、
府
下
四
十
一
工
場
は
益
岡

組
織
た
る
日
本
織
物
染
色
同
業
曾
に
参
加
し
て
い
る
J

繊
維
年
鑑
に
よ
っ
て
手
工
染
色
と
の
規
模
の
謝
比
を
見
れ
ば
左
白
ご
と
く
で

あ
る
。機椛染色工場と手工染色

主場との規模

(昭和24年3月末)

手工染色
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業
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京
都
府
に
止
け
る
染
色
工
場
は
も
大
は
全
国
有
数
の
機
械
染
品
川
工
場
か
ら
惇
統
的
な
小
企
業
た
る
手
摘
友
騨
、
議
友
騨
、
浸
染
工
場

に
至
る
ま
で
各
種
D
も
の
を
含
み
司
昭
和
二
十
六
年
現
在
に
止
い
て
主
要
染
色
業
者
(
推
定
)
約
一
二

O
O
(関
連
業
者
を
ふ
く
め
て
約

二
0
0
0
1
従
業
員
約
一
高
名
、
し
た
が
っ
て
一
工
場
笛
り
従
業
民
は
機
械
染
色
工
場
白
場
合
は
一

O
一
七
名
で
あ
る
が
、

場
平
均
は
約
六
・
一
名
と
い
う
零
細
規
模
で
あ
る
。
生
産
高
(
推
定
)
ば
一
年
約
七

O
億
固
に
上
り
‘

そ
の
他
工

時
四
り
左
手
工
染
色
部
門
が
え
め
て
い
る
。
し
か
し
後
者
も
そ
の
会
図
ピ
占
め
る
地
位
は
著
し
〈
高
い
の
で
あ
る
。

そ
の
六

O
%を
機
械
染
色
が
、

つ
ぎ
に
京
都
染
色
工
場
白
金
闘
に
占
め
る
地
作
は
、
工
場
数
忙
つ
い
て
み
れ
ば
手
工
染
色
に
蒔
い
て
三
割
強
に
達
し
、
戦
前
に
比

京
都
染
色
工
業
の
概
翻

業

種
模
様
染
色

贋
巾
捺
染

小
巾
捺
染

手
描
友
禅

競

友

聞

手
工
程
染

絞

染
合

計
ぞ
の
他
組
合

を
ふ
〈
め
て

組
合
員

団一
一一一一一

一一一一一一一一一

一一

io
卓
八

一
0
0

五
三
七

u 
^ (

直
和
=
十
宍
年
)

非
加
入

約一

0
0

五
O

一0
0

約
二
五

O
ご
O

一七
O

六
七

O

合

計四一

一一一

O

一
一
六
二

一一一一一

五

0
0

一
六
入

一一七
O

一
三

O
五

従
業
員
数

回
=
一
八

O

一
七
六
回

一
一
主
入
。

入
0
0

一七
0
0

七
入
六

主

0
0

一
一
、
五
一

O

七 一四生
O 四三六 00六 O 串

ムー 高言

す
れ
ば
低
下
し
た
も
の
白
、
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
機
械
染
色
白
工
相
調
教
は
さ
し
て
多
く
な
い
け
れ
ど
も
生
産
額
か
ら
み
れ
ば
か

京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
磐

七
五

第

臨

七



京
都
染
色
工
業
調
査

一七
六

第
七
十
審

晴

雄

i¥. 

在
り
の
地
位
を
占
め
司
と
止
に
機
械
捺
染
の
分
野
で
は
全
国
の
約
三
割
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
京
都
の
特
色
は
い
デ

れ
白
介
野
に
や
い
て
も
、
数
字
的
比
率
よ
り
も
そ
の
染
色
技
術
の
高
級
で
あ
る
貼
に
あ
る
と
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

主要府県草の染色工場数

(昭24年 3月末)
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m

u

ι

議

穆

協

〉

鵬
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~
四
本
阪

寧

日

毎

h
 

腕

部

阪

知

京

岡

山

玉

馬

潟

H

T
叫

的

。

歌

到

園

都

(

府

京

大

愛

東

部

和

塙

群

新

神

査

京

ム
用
一
都
府
下
の
諸
工
業
の
う
ち
で
染
色
工
業
白
占
め
る
地
位
も
か
在
り
高
く
、
織
物
戸
西
陣
、
丹
後
な
E
)

ど
に
伍
し
て
争
う
む
ね
三
位
な
い
し
四
位
を
保
っ
て
い
る
。

酒
類
、
電
指
摘
機
械
器
具
左

以
下
大
企
業
是
主
び
中
企
業
よ
り
友
る
機
棟
染
色
と
中
小
企
業
よ
り
な
る
手
工
捺
染
の
う
ち
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
(
麗
巾
左
翻
)
小
巾



友
調
岬
治
主
び
挑
友
禅
と
を
比
較
し
つ
う
順
弐
調
官
党
結
果
を
略
述
す
る
ζ

と
と
す
る
。

町

京
都
府
立
産
業
能
串
研
空
所
、
京
女
調
に
闘
す
る
『
養
科
(
昭
二
士
、
六
)
九
頁

向
上
、
五
六
頁

機

械

染

色

部

門

機
械
染
色
工
業
白
動
向

• 

機
織
染
色
工
場
は
漂
白
、
浸
染
、
捺
染
、
そ
の
他
整
理
の
う
ち
一
つ
あ
る
い
は
敬
仰
の
機
械
的
作
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
日
本

織
物
染
色
同
業
合
(
毛
機
閥
係
骨
除
〈
)
調
官
官
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
一
十
六
年
九
月
現
在
に
や
い
て
登
園
四
一
九
工
場
(
う

E日
開
業
工
場
四

O
五
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
に
は
四
回
一
工
場
)
、
そ
D
規
模
別
分
布
を
み
れ
ば
職
工
数
二
十
五
人
未
満
一
四
四
工
場
を
ふ
く
め
て
百
人
未

満
の
も
り
三

O
六
エ
場
で
、
全
憾
の
四
分
の
三
に
上
る
が
、
百
人
以
上
二
百
人
未
満
五
九
工
場
、
二
百
人
以
上
は
四

O
工
場
と
な
っ

て
い
る
。
と
れ
を
'
花
籍
職
工
肢
に
円

J

い
て
み
れ
ば
、
百
人
未
満
工
場
。
も
の
九
、
九
二
九
、
二
百
人
未
満
工
場
白
も
白
八
、
二
七
四
、

二
耳
人
以
上
エ
場
の
も
り
一
五
、
瓦
三
六
(
全
世
申
四
六
%
)
を
一
不
し
、
と
白
部
門
に
も
小
工
場
は
少
く
な
い
け
れ
ど
も
、
中
規
模
以

上
白
工
場
が
相
営
白
地
位
を
占
め
て
い
る
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る

G

京
都
府
下
白
四
一
工
場
の
う
ち
で
は
小
工
場
が
比
較
的
少
く
・
百
人
未
満
の
工
場
と
そ
れ
以
上
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
教
で
あ

る
。
と
り
う
ち
に
は
倉
敷
紡
績
(
綿
)
ム
」
銭
淵
紡
績
(
ス
フ
、
絹
、
人
絹
)
と
の
染
色
工
場
ゃ
、
宜
た
小
規
模
で
あ
る
が
束
洋
レ

1

ヨ
三

郡
是
製
品
岬
の
工
場
の
ノ
ご
と
〈
他
産
業
の
粂
管
染
色
工
場
も
含
ま
れ
、
と
く
に
倉
紡
工
場
は
呉
川
工
業
主
と
も
陀
最
大
規
模
の
も
の
で

あ
る
。

京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

七
七

察

捜

丸



金闘機械染色工場白規模

京
都
染
色
工
業
調
査

(昭和田平9月現在〉

合計

1，806 

2，911 
5，212 
4)812 

3，462 

3，348 

1，904 

3，982 

6，302 

33，739 

(註)日本織物染主同業骨調

第
七
十
軒

第

焼

O 

(註)日本織物染色同業骨調

不

合

こ
れ
ら
全
園
機
械
染
色
工
場
に
つ
き
織
紋
別
の
生
産
量
を
一
示
せ
ば
弐
の
「
一
九
」
〈
、
綿
織
物
が
そ
の
大
部
分
(
約
七
割
)
を
占
め
る
ζ

と
は
、
繊
維
の
中
に
む
け
る
綿
の
比
重
が
大
き
く
、
か
つ
納
は
機
械
忙
よ
る
大
量
加
工
が
適
す
る
と
止
か
ら
常
然
で
あ
り

J

、
人
絹
織

物
が
こ
れ
に
古
昔
、
最
近
ス
フ
織
物
が
急
速
に
増
加
し
ヨ
う
あ
る
と
と
も
見
逃
し
得
な
い
。
ま
た
加
工
別
に
見
れ
ば
、
晒
(
漂
白
)

が
も
G
と
も
多
く
、
浸
染
沿
よ
び
捺
染
が
と
れ
に
つ
い
で
ほ
と
ん
ど
等
し
い
数
量
を
示
し
て
い
る
が
、
じ
か
も
綿
に
老
い
て
は
晒
、

女

、471

842 

1，705 

1，803 
1，094 

1，303 

493 

1，750 

3，422-

12，883 

男

1，335 

2，069 

3，507 

3，000 

2，368 

2，045 

1，411 

'2，2ロ2

2，880 

20，856 

工場数

144 

8δ 

77 

39 

20 

15 

8 

10 

7 

405 

職工臓

1-24 

25-49 

50-99 

100-149 

150-199 

200-249 

250-299 

300-349 

350'---

合計

七
戸、

京都府機械染色工場の規模

t昭和田年末現布)
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(千平方ャ-，.) 金闘機械染色加工数量

語産省織維局調

繊維別 | 即H |浸染 i捺染 i諮 理 1・合計

綿 413，668 199，240 .3:30，277 118，022 1，051，207 

ノへ *fl 67，518 121 ，606 36，322 56，005 281，.351 

スフ 16，206 51，770 35，083 20，610 1.:::5，-669 

*N 68，409 19，790 1，477 30，248 114，台24

絹紡 7，149 1，339 ， 107 6，816 15，4:11 

蹴 6，739 17，389 154 14，906 39，188 

その他 5，610 4，645 4，387 23，051 37，693 

合計 585，299 4]3，779 397，707 278，658 1叫岨|

昭和田年

協組}別 晒 浸染!捺染 強理|合計

373，942 綿 585，374 294，847 164，248 1，418，411 

人絹 77，08:: 179，25i:'i 5!:l，654 63，760 :W!:l，754 

スア 28，109 町3，559 61，981 50，6!)9 204，348 

軒昌 83，219 18，143 68o 41，690 143;837 

絹紡 6，422 1，232 1 3，748 11，403 

4，983 蹴 20，481 352 19，668 45，484 

毛田他 9，594 7，890 7，810 42，328 67，622 

合計 794，883 58δ，410 504，425 ~8ô， 141 2，270，859 

昭和田年

ス
フ
に
沿
い
て
は
浸
染
が
、
網
、
絹
紡
に
沿
い
て
は
晒
が
、
肺
に
沿
い
て
は
浸
染
が
多
い
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

合
計
に
島
い
て
は
二
十
五
年
の
十
λ
億
千
万
ヤ
ー
ド
か
ら
二
寸
六
年
に
は
二
十
二
億
平
方
ヤ

l
ド
に
増
加
し
、
織
維
別
に
見
て
も
絹

捺
染
が
多
〈
、
人
組
、

京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
特

七
九

第

披



京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

J、
O 

第

現

紡
を
除
き
す
べ
て
の
織
物
に
沿
い
℃
増
加
を
示
し
て
い
る
。

と
と
に
注
協
す
べ
き
は
、
綿
織
物
に
砕
い
て
は
紡
績
曾
枇
‘
と
く
に
そ
の
十
祉
の
染
色
韓
理
工
程
に
封
ず
る
比
重
が
大
き
い
こ
と

で
あ
る
。
綿
織
物
加
工
白
四
割
を
占
め
る
闘
に
色
村
い
て
は
司
十
祉
の
設
備
は
全
憾
の
四
七
・
四
%
に
及
び
、
そ
の
ほ
か
浸
染
、
捺
染

お
よ
び
整
理
に
色
村
い
て
も
一
一

C
M月
前
後
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ポ
結
、
人
絹
織
物
の
整
理
や
雑
加
工
の
分
野
に
九
ぜ
い

て
さ
え
相
官
な
地
位
を
占
め
る
。
京
都
に
語
い
て
も
倉
致
紡
司
鏡
紡
D
二
工
場
が
あ
る
と
と
前
述
の
誼
り
で
あ
る
干

紡績10ff<l:の織物加工セット数

(昭和2s1f'[i月 20日現在)

罰金圏比〈剖セット数

47.4 16.97 自潔

17.4 8.73 染浸

17.2 4.10 染(庚巾)捺
綿スフ

21.8 

9.6 

10.7 3.62 精練浸染(庚巾)
絹人絹

4.4 。目42染(庚巾)捺

21.4 2目36理(庚巾)整

10.9 

11.3 

:1.9 

13.7 

(註)劫績10祉とは東宵」紡， 日本紡，鐘紡，宮士

紡，央羽紡，倉政紡，奥和師，政島紡，日

清訪，日本紡を掃す。

セット敷とは染色工程に布ける一連的機棟

四加工能力E単位と Lて設備能力を現わし

たもの。

1.51 

0.88 

1.80 

2.00 

1.08 

1.00 布帆

と
と
る
で
京
都
に
お
げ
る
機
織
染
色
エ
場

ω
特
色
を
う
か
が
う
な
ら
ば
川
絹
、
人
絹
、
ス
フ
に
沿
け
る
浸
染
在
、
綿
を
は
じ
め
人

盟(庚巾〉

精縦型車三重

強

珍

毛

廊

~IJ 

起
雑加工



結
、
ス
フ
、
絹
に
お
け
る
捺
染
が
多
〈
、

E
ム
」
忙
捺
染
の
全
閣
に
k
d

け
る
比
重
は
三
割
前
後
に
及
び
、
晒
や
浸
染
を
は
る
か
に
凌
く

加
工
数
量
を
あ
げ
て
い
る
と
止
で
あ
る
。

昭
和
一
一
十
四
年
以
来
の
市
場
の
愛
化
を
見
る
忙
、
払
畑
出
の
伸
張
は
と
く
に
料
に
長
い
て
著
し
く
、
内
需
一
に
封
し
輪
出
は
拾
う
む

京都府機械染色加工数量の針金園比附

昭和24年度 (4-3且)

整 理
その他

2.4 

染捺染浸間繊維別

0.3 

0.7 

4.6 

0.8 

ね
一
?
一
白
比
率
を
示
し
た
。
た
だ
二
十
六
年
後
宇
に
入
っ
て
下
向
を
た
ど
担
、
浸
染

の
増
加
に
比
し
て
捺
染
は
会
一
蹴
し
、
と
の
た
め
議
期
さ
れ
た
ほ
ど
の
輪
出
増
加
を

一
所
さ
念
か
う
た
。
と
れ
に
反
し
二
十
六
年
七
月
の
綿
綿
布
の
統
制
撤
廃
に
よ
っ

τ

内
需
の
増
加
は
著
し
く
、
と
く
に
綿
の
浸
染
、
捺
染
は
倍
増
を
見
、
そ
の
結
果
二

十
六
年
は
轍
尚
と
内
需
と
合
せ
て
前
年
の
コ
一
五
%
増
と
な
う
た
の
で
あ
る
。
市
場

一
般
に
量
か
ら
質
へ
の
移
行
、

の
時
盟
化
ム
」
併
ん
で
染
色
技
術
に
も
問
題
が
あ

b
、

す
な
わ
ち
堅
牢
染
色
へ

b
移
行
が
必
要
主
さ
払
、
と
の
瓢
で
は
京
都
は
か
左

U
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
な
k
d

改
善
の
鈴
地
が
あ
る
。

日
本
純
物
染
色
何
業
官
、
昭
和
一
一
十
六
年
度
事
業
報
告
に
よ
る
。

京
都
の
機
械
捺
染
工
業

み
園
統
計
で
み
た
場
合
、
晒
、
浸
染
に
つ
い
で
全
加
工
数
量
の
四
分
の
一
程
度

を
占
め
る
捺
染
が
京
都
で
は
も
っ
と
も
多
〈
、
女
表
の
ご
と
く
京
都
会
加
工
数
量
の
企
T

ば
に
達
す
る
。
織
維
別
に
み
れ
ば
、
捺
染
の
=

27.7 

26.7 

12.5 

大
部
分
が
納
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
た
い
が
、
最
近
は
輸
出
不
振
の
た
め
む
し
ろ
人
絹
、

ス
フ
白
捺
染
が
著
し

4
増
加
し
、
二
十

33.& 

11.0 

9.3 

15.9 

16.3 

9.2 

六
年
に
は
前
年
の
二
倍
に
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
と
れ
は
次
に
の
べ
る
ス
ク
り
し
ン
捺
染
へ
の
競
一
宇
を
意
味
す
る
。

京
都
染
色
工
業
調
査

16.3 

6.7 

9.9 

5.5 

11.7 

24.1 

出司

フ

綿

人

ス

事日

肺

第
七
十
谷

第

観

ハ.



京
都
染
色
工
業
調
査

(車位平方ヤード)思都機械染色加工数量

昭和田年

計〆色、
同理盤染捺染浸日西繊維別

119，414 

29，146 

25，209， 540 11，598 フス

4，607 734 係者

3，73'1 18 86 479 3，141 紡品目

1，714 12 3 1，102 596 間車

矛 ølt~ 10も
合計

184，453 4，797 96，741 42，344 40，570 

昭和田雫

E十合理盤染捺染浸晒IffJMI別

16G，259 405 100，329 30，341 35，182 最吊 e 

26，045 

43，052 

3，223 

810 12，735 18，292 4，207 

8，715 

帝日人

事
七
十
巻

650 22，676 20，009 フス

892' 89 689 1，560 事昌

ノー、

2，971 

515 

策

強

251:巳571.3，026 137;627 62，519 52，398 

(註〕京都織物染色官調

国

京
都
に
九
百
け
る
機
織
捺
染
工
場
は
九
(
う
ち
一
は
休
業
中
)
、
そ
の
設
備
は
左
の
遁

p
で
あ
っ
て
、
片
面
捺
染
機
三

O
差
、
南
国
捺
染

機
七
墓
、
計
三
七
憂
(
う
ち
小
巾
同
一
一
誌
は
特
納
中
)
で
屯
全
国
府
勝
中
大
阪
の
三
二
蚕
、
和
歌
山
の
三
岡
高
を
し
の
い
で
第
一
位
に
あ

1，030 

2，340 

79，146 

5，734 

15，3~悶

16，371 

8，019 

S51 

.23，914 

4，699 

5，050 

3，020 

古田

高官

人

127 

46 

648 

412 

2，194 

56 

紛

蹴

その他とも
A 三4
口開l

車問



る
。
そ
の
能
力
は
一
般
に
ボ
イ
ラ
ー
、
捺
染
機
、
キ

1
ヤ

I
、
巾
出
機
、
乾
燥
機
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
蓮
の
機
械
悶
系
に
主
る
一
定

の
加
工
能
力
(
月
産
一

O
O高
ャ

l
ド
)
を
一
セ
ツ
T

と
稿
し
、
こ
れ
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
と
れ
陀
よ
れ
ば
京
都
の
全
能
力

は
綿
三
・
五
セ
ッ
ト
、
絹
一
・
六
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
ハ
も
っ
と
も
本
年
か
ら
髄
力
算
定
の
基
準
を
若
千
艶
更
し
た
。
)
と
れ
ば
八
時
間
労
働
白

場
合
の
能
力
で
あ
る
が
ら
、
稼
働
時
聞
が
長
け
れ
ば
生
産
高
が
と
れ
よ
り
増
加
す
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

京
都
機
械
捺
染
工
場
白
設
備

倉
紛
京
都
干
し
場

大

同

染

工

黒

川

工

業

室
谷
染
色
工
業

大
日
染
加
工

中

央

染

工

京

都

染

工

日
本
捺
染
工
業

京

都

晒

染

合

計

締
0
・
玉
七

7
0
υ
 

0
・五
0

0
・五

υ

0
・
=
三

0
・
一
七

0
・
二
五

0
・
一
七

三
・
四
九

辛

一

園

合

計

一

七

・

五

五

(
註
)
田
本
繊
細
染
色
同
議
官
調

(
車
位
セ
ッ
ト
)車骨

0
・一一五

0
・
宝

0

0
・
二
五

0
・
一
七

0

・=王

O 一
・
六
回

五・

λ
=

一

昭
和
ニ
十
五
年
九
月
現
在

捺

染

機

藍

駿

片

面

主

両

国

五五六三一一二
三

O

一
七
七

括
弧
内
は
柑
納
中

一
( 

) 

一

}

京
都
染
色
工
業
調
査

機
械
捺
染
白
加
工
原
債
構
成
は
、
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
充
の
ご
と
く
、
材
料
費
が
も
っ
主
も
大
き
〈
五
四
・
ご
%
(
他
の
例
は
四
O

五

第
七
十
巻

J、

第

披



京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

宜

O
%
)
に
釣
し
、
勢
務
費
は
僅
か
に
一
四
・
五
%
(
仙
の
例
主

δ
%以
内
)
に
と
左
ま
る
。

ハ.
阻

第

競

六

他
方
己
の
産
業
に
お
け
る
賃
金
は
か

な
り
高
〈
、
京
都
の
他
産
業
労
働
者
に
比
し
て
も
、
ま
た
他
府
間
腕
染
色
工
場
労
働
者
に
比
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
最
高
伎
に
あ
る
。

機
械
捺
染
白
原
慎
構
成
の
一
例
(
百
分
比
)

K

材

耕

費

宝
四
・
一
七

作

業

費

五
・
六
五

京
都
染
色
工
業
左
他
工
業
と
の
賃
金
比
較

諸

給

興

一
四
・
四
入

~五

)・

王国三

日

人
首玉五五

6，046 り七二四染

5凪 δ 乎 O三九色
開・・.円工

6，727 隼 l¥.二 Q 業
一一一

7，592 を

6，360 写
4，961 

9，085 

6，049 

年

京

語言面重
一大玉工

・rg業
玉 O 九平
O 四三均

月(lIJ) 

工

〈昭和田年4月〉

晃

京都機械染色工業D

月牧賃金

女ヱ
勢働
者数

254 1生，577

lGl 11，561 

256 19，046 

416〆 15，680
274 13，918 

317 16，852 

197 18，831 

272 13，330 

曾
社

A

B

C

E 

F

G

H

 

D 

締

費
一0
・
九
入

四 三 三
一九九機
入ご同械

- ・門コ二
一四五業
六 二 五

(註〉京都粧皆者協曹調

誠
債
償
却
費

四
・
七
二



，，[ 

機
械
染
色
工
業
月
牧
賃
金
の
一
地
域
比
較

(
昭
和
二
十
七
年
一
月
)

全和歌山 大 且 府

関 阪 都 i院

入、入、 λ、 O、 見

三四六O四 四 基
二五九八 三

工

四、閉、四、五、 女
準

入- 0九九 九四 七主
I 賃

四 七 九

七、七、七、八、 平 金

O 一四 九

主 一六 五五 七四 均

、 、 、、
男

三七回二

六四九九O 
主

事E
六八九

準
女

七三 八O 八入 五九 jj卜
五一四六 I 

賃

平
、 、 、 、 金

七四 三 O 五
二五 入 耳J

五 O 五 四

( 

註

日
本
臓
物
染
色
同
業
曾
調
。

に
も
か
か
わ
ら
宇
と
の
促
労
務
費
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、
島
そ
ら
く
京
都
諸
工
場
の
高
能
卒
を
物
祁
る
も
の
と
解
じ

τよ
い
で

あ
ろ
う
。
じ
か
し
弘
な
が
ら
仰
府
版
、
と
と
に
近
接
の
和
歌
山
鯨
の
低
賃
金
が
染
加
工
貨
の
競
争
を
激
化
す
る
原
囚
で
あ
る
こ
と
は
否

定
L
が
た
〈
‘
た
と
い
和
歌
山
の
捺
染
技
術
が
京
都
に
比
し
て
や
や
劣
る
と
し
て
も
、
市
品
不
振
の
と
き
に
は
京
都
白
加
じ
貨
に
封

す
る
引
下
げ
要
因
'
と
し
て
作
用
す
る
P

事
費
、
捺
染
工
業
界
は
三
十
六
年
後
宇
ま
で
職
出
増
大
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
、

そ
の
後
は
市
侃

停
滞
在
持
い
が
た
く
、
こ
れ
を
綿
糸
布
の
統
制
撤
腹
に
よ
っ
て
補
わ
ん
と
し
た
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と
轍
出
の
占
め
る
比
重
が
大
き

か
っ
た
が
た
め
、
競
争
O
激
化
在
来
じ
て
い
る
。
大
染
色
工
場
の
利
益
率
が
二
十
芳
年
後
期
い
ら
い
減
少
を
示
し
た
の
は
、
か
か
る

事
情
に
止
っ
て
加
重
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

京
都
染
色
工
業
調
査

停
七
十
砦

J又

五

停

貌

七

" 

¥ 



京
都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巷

凡
大

第

競

八

四

見
ク
フ

I

Y
接
染
部
門

ス
グ
リ
l

y
捺
染
と
は

ス
グ
リ
ー
ン
捺
染
は
手
工
捺
染
、
す
な
わ
ち
庚
義
の
友
耕

呂
も
の
で
な
く
、
ま
た
主
と
し
て
小
巾
に
用
い
ら
れ
る
型
紙
捺
染
よ
り
も
進
ん
だ
道
具
を
使
用
し
て
主
と

L
て
虞
巾
染
色
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
柿
泣
で
強
化
さ
れ
た
型
紙
と
糊
を
混
じ
た
染
料
(
色
糊
)
を
も
っ
て
同
一
の
模
様
を
多
量
安
債
に
染
め
る
と
と
は
同
じ

で
あ
石
が
、
木
枠
に
張
。
た
絹
紗
{
ス
グ
リ
!
と
に
漆
を
も
円

J

亡
型
紙
を
貼

D
つ
け
て
、
識
の
耐
久
力
を
櫓
大
し
、
か
つ
繰
返
し
作

業
を
能
率
化
す
る
。
小
巾
手
捺
染
の
場
合
に
は
色
、
し
た
が
う
亡
型
紙
の
教
も
多
く
、
ま
た
複
雑
在
配
色
の
た
め
に
防
染
用
の
厚
い

糊
E
K
〈
友

E
、
い
わ
ゆ
る
高
級
な
技
術
炉
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
に
反
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
で
は
色
数
も
岡
、
五
種
ま
で
の

も
の
が
多
く
、
精
巧
で
あ
う
て
も
比
較
的
簡
単
在
模
様
を
染
め
出
す
に
用
い
ら
れ
る
。
前
者
で
は
型
紙
、
刷
毛
、

(
模
様
染
)

の
一
種
で
あ
る
が
、
手
械
友
騨
白
ご
と
く
手
工
D
み
に
頼

へ
ら
な

E
と
短
い

捺
染
議
(

V

し
れ
を
板
と
い
い
、
何
面
と
数
え
品
)
の
道
具
で
足
忍
の
に
射
し
、
後
者
で
は
へ
ら
の
ほ
か
、
木
枠
、

債
な
道
具
と
、
出
陣
巾
物
一
一
且
(
一
一
十
五
ヤ
ー
ド
)
を
張
る
長
い
捺
染
率
〔
ス
グ
リ
I
Y
墜
と
い
う
)
、
縫
う
て
ま
た
虞
い
作
業
場
を
要
す
る

ス
ク
リ
ー
ン
な
い
と
の
高

が
、
小
中
の
場
合
に
均
べ
で
は
る
か
に
大
き
な
加
工
能
力
を
も
ち
(
日
平
均
質
巾
ち
の
入
0
ヤ
ー
ド
)
、
ま
た
型
紙
の
耐
久
力
も
数
倍
忙

上
る
。
か
く
し
て
と
O
種
工
場
は
、
一
同
に
数
色
白
捺
染
b
L

行
い
う
る
機
織
捺
染
工
場
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
比
較
的
少
い
費

木
で
か
な
り
高
級
か
ヨ
高
能
率
白
作
業
を
行
う
工
場
手
工
業
と
い
う
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

落
ず
工
程
と
、

型
紙
捺
染
は
雨
方
法
と
も
色
糊
を
使
用
す
る
か
ら
、
そ
の
後
に
染
料
を
布
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
薬
局
U

で
蒸
す
工
科
在
、
糊
を
洗
い

一
般
に
染
色
に
伴
う
幅
出
工
程
と
を
必
要
と
し
、
さ
ん
り
に
そ
の
前
に
図
案
、
型
紙
彫
刻
、
ス
ク
リ
l

y
貼
り
つ
け
た



、、L

ど
の
準
備
作
業
も
あ
る
。
と
れ
ら
白
工
程
は
京
都
で
は
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
業
者
に
分
揺
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
問
屋
か
ら
の
、

他
の
場
合
に
は
捺
染
工
場
か
ら
の
下
請
に
若
い
て

K
1れ
る
。

ス
グ

H
I
ン
捺
染
は
も
と
外
闘
で
荘
と
っ
た
方
法
で
、
昭
和
初
年
高
尚
、
京
都
に
轍
入
さ
れ
た
。
戦
前
す
で
に
著
し
い
護
法
を
拍
車

〈
ほ
か
に
康
巾
捺
染
板
約
二
高
五
千
両
)
を
数
え
る
に
至
っ
た
が
、
戦
時
企
業
整
備
で
庄
の
ご
と
く
‘
捺

げ
、
ス
ク
リ
ー
ン
憂
約
四
千
豆
、

に
ま
で
墜
縮
さ
れ
、
戦
後
は
ふ
た
た
び
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ

1
ム
ム
」
呼
ば
れ
る
欣
態
。
も
と
で
念
速
に

同
復
し
、
現
在
底
巾
捺
染
叢
約
千
七
百
墓
、
全
関
白
約
六
割
強
七
年
占
め
る
忙
至
っ
た
の
で
あ
る
。

染
壷
七
白
(
ほ
か
に
板
凶
干
面
)

度
巾
捺
染
企
業
整
備
伏
侃

第

一

夫

整

備

強

備

前

に

第

二

夫

整

備

後

の

設

備

調

す

る

比

卒

後

由

設

備

ス
グ
リ
l
y
義

一

O
O
二

台

、

二

七

M

七

一

入

台

捺

染

板

五

九

六

一

二

国

三

阿

四

回

一

二

入

面

す
ベ
て
二
五
ヤ
ー
ド
に
換
算
(
捺
染
墓
ニ
憂
H

捺
染
抜
十
枚
)
。

比
辛
は
第
一
女
整
備
前
に
罰
す
る
比
車
。

昭
和
二
十
一
一
五
i

統
制
組
骨
車
業
報
告
書
に
よ
る
。

設

備

整
備
前
に

相
劃
す
る
比
事

七九
M 

最
近
に
壮
け
る
各
地
ス
ク
リ
ー
ン
藁
設
備
蚕
数

京

都

大

阪

商

問

一
、
七
0
0

二
O
O

五
0
0

註
日
本
織
物
染
色
同
業
官
叩
推
定
に
よ
る
。

各
種
染
色
部
門
の
う
ち
で
も
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
心
戦
後
の
同
復
は
と
く
に
固
唱
し
く
、
繊
維
統
制
と
服
飾
文
化
白
愛
化
か
ら
小
巾

そ
の
他

二

0
0

合

計

一
一
、
七
0
0

京
都
染
色
工
業
調
査

。
第
七
十
巻

^ 寸二

策

強

7t. 



京
都
染
色
エ
業
調
査

第
七
十
巻

i¥. 
F、

務

掠

O 

織
物
上
り
も
人
絹
、

R
フ
そ
の
他
の
曲
尻
市
織
物
の
閣
内
需
要
が
増
大
し
、
ま
た
轍
出
も
弐
第
に
回
復
し
て
き
た
た
め
、
全
面
的
在
需

要
墳
に
め
く
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
小
巾
染
色
に
や
い
て
は
戦
前
業
者
の
復
活
す
る
に
枠
い
直
ち
虻
設
備
過
剰
と
な
る
傾
向
が
強
い
の

に
封
し
、
と
白
部
面
で
は
比
較
的
少
い
資
本
に
よ
る
新
規
業
者
の
開
業
が
あ
い
つ
音
、
設
備
も
激
増
を
績
け
た
。
し
か
し
ス
ク
リ

l

v
・
プ

1
ム
も
最
近
の
市
視
に
や
い
て
は
過
去
に
麗
し
、
業
者
濫
立
の
悩
み
を
味
う
よ
う
に
な
う
た
と
見
ら
れ
る
。

京
都
ス
グ
リ
l
u
捺
染
工
業
の
経
皆
欣
侃

京
都
の
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
工
場
は
地
域
的
に
見

τ市
西
部
(
壬
生
附
託
)
か
ら
西
北
部
〔
士
泰
、
隣
峨
〕
へ
か
け
て
の
地
匿
、
束
北
部

(
一
莱
寺
か
ら
修
畢
院
へ
か
げ
て
)
沿
よ
び
南
部
の
三
地
直
に
集
中
じ
て
い
る
。
と
れ
ら
の
う
ち
西
部
は
小
巾
染
色
工
場
と
等
し
〈
市
の

中
央
部
に
近
い
が
、
そ
の
他
白
地
域
ほ
い
宇
れ
も
市
の
周
園
部
で
、
底
い
作
業
場
を
得
る
に
容
易
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
桂
川
、
高
野

川
島
よ
び
鴨
川
に
近
く
、

水
説
工
程
止
の
山
県
絡
が
よ
い
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

組
合
加
入
者
一
一
一
名
白
経
営
規
模
を
従
業
員
数
ゐ
よ
ぴ
設
備
に
よ
ワ
で
見
れ
ば
左
の
ご
と
く
(
非
加
入
者
が
お
よ
そ
一
O
O
名
あ
る

と
さ
れ
る
)
、
従
業
員
二
O
人
未
満
の
も
の
が
全
憾
の
七
O
%
、
ス
ク
リ
l
y
憂
三
十
蚕
以
下
の
も
の
が
金
憾
の
七
五
%
を
占
め

τ
い

る
。
ま
た
非
加
入
者
を
併
せ
て
従
業
員
総
数
一
七
六
四
名
、
設
備
蓋
激
一
六
O
O
議
(
他
白
調
査
に
よ
れ
ば
一
七
O
O
高
)
で
あ
う
亡
、

従
業
員
数
と
設
備
事
数
と
は
ほ
と
ん
ど
等
L
く
、
職
了
数
zp
」
設
備
幕
放
と
は
一
層
近
い
が
二
業
者
営
り
八
名
強
、
八
基
強
ム
」
在
る
。

さ
ら
に
組
織
か
ら
み
れ
ば
曾
枇
組
織
の
も
白
と
側
人
経
営
の
も
の
と
が
、

あ
る
。

ほ
ぽ
同
数
で
、
佃
人
の
投
下
安
本
は
干
均
百
寓
困
程
度
で

か
か
る
京
都
ス
ク
リ
l
y
捺
染
王
場
の
小
規
模
と
お
比
的
な
の
は
、
競
争
地
た
る
高
岡
の
規
模
市
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
は
る
か
に
大

規
模
経
営
勺
あ
う
て
、
設
備
も
一
杭
で
最
大
五
O
O
高
司
最
小
一
O
O
妻
、
平
均
二
百
姦
と
な
っ
て
む
か

J

、
ま
た
染
色
の
ほ
か
、
蒸



L
、
水
洗
、
整
理
は
す
べ
て
機
械
比
よ
り
一
賞
作
業
が
行
わ
れ
て
い

h
。

京都織物染色協同組令

組合員の設備ヰヶよび職工数

26年 9月

1664 (長さ 25ヤード)

1690 (馬 228組)

857 (馬 120組)

]1.22 

507 

1629 

スグリ -y蚕(藍)

底 巾 捺 染 板 ( 枚 )

小巾捺染板研究)

男工

女工

合計

(註〉昭和田用度事業報告による

25年 9月

1590 

1090 

857 

1042 

386 

1187 

従
業
員
数
に
よ
る
規
模
別
業
者
数

)
O人
未
満

二
O
人
未
満

二
一
人
以
上

A 
ロ

計

賀

数

七
J¥ 

百

分

比

O 

七
0 

O 

8 

設
備
会
ク
リ
l
y
議
数
)
に
主
る
規
模
別
業
者
数

一O
基

以

下

一一
O
蚕

以

下

三
O
毒

以

下

五
O
一斡

以

「

-
O
O蚕

以

下

Jol~ 

O 

上軍

O 
(
註
)

一

五

一

一

O

い
ず
れ
も
京
都
府
産
業
師
事
研
究
所
調
。

O 

五

昭
和
十
五
年
六
|
七
月
に
貨
地
調
査
せ
る
九
工
場
に
つ
い
て
従
業
員
数
、
設

備
稼
働
率
と
生
産
高
(
同
年
五
月
}
を
み
れ
ば
左
の
亡
と
く
で
る
る

Q

と
の
う
ち

A
は
と
の
種
工
場
の
哨
ノ
ち
最
大
の
も
の
に
麗
し
、
底
巾
と
小
巾
と
を
粂
営
し
て

い
る
。
そ
れ
は
従
業
員
数
八
八
名
を
も
っ
て
い
る
に
封
し

τ、
も
ヨ
と
も
小
さ
い
も
白
は
三
名
に
と
ど
ま
る
。
け
れ
ど
も
過
宇
が
前

¥
 

一
カ
年
の
一
聞
に
な
に
ほ
ど
か
の
設
備
抜
張
を
行
っ
て
い
る
と
正
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
営
時
は
例
年
四
最
盛
期
を
す
ぎ
て
い
る
に

も
か
か
b
ら
歩
、
設
備
の
稼
働
率
は
ほ
と
ん
ど
一

0
0
%を
維
持
し
て
い
た
。
市
場
か
ら
み
れ
ば
内
需
と
轍
出
と
が
混
じ
、
首
時
は

職
出
物
の
一
方
が
澄
展
が
著
し
か
う
た
。
ま
た
繊
維
別
に
み
れ
ば
人
絹
が
も
づ
と
も
多
〈
、
絹
が
と
れ
に
つ
ぐ
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
特

京
都
操
色
エ
業
調
査

第
七
十
審

J、
ブL

第

器



京
都
染
色
工
業
調
査

後
は
そ
の
頃
の
底
巾
捺
染
業
界
の
一
般
的
傾
向
を
端
的
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
七
十
巻

調査工場の経営扶a(1)概況

昭和田年 6且末現在

民話可I設備稼備帝豊工実
験

8
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員

8 需
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需

0
0
0
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調
夜
後
の
景
侃
は
必
申
J

じ
も
順
調
で
泣
く
、
設
備
が
比
較
的
簡
単
で
さ
し
亡
多
く
の
資
木
を
要
し
&
い
た
め
、
業
者
数
と
設
備
と

は
増
加
し
た
け
れ
ど
も
、
経
営
内
容
は
む
し
ろ
悪
化
の
一
路
を
た
ど
う
た
。
一
般
的
経
済
状
態
は
二
十
六
年
は
ビ
め
ま
で
は
好
調
を

持
続
し
た
が
、
各
織
維
価
格
の
騰
貴
と
世
界
の
政
治
情
勢
か
ら
や
が
て
輸
川
市
場
が
不
娠
に
持
ち
い
り
、
ひ
い
て
繊
維
杢
般
の
市
視

7

0
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O
U
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が
さ
え
友
い
ま
ま
に
推
移
し
て
き
た
。
一
流
商
祉
の
倒
産
整
理
も
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
し
、
一
一
十
六
年
七
月
の
綿
統
制
が
各

繊
維
高
の
競
争
を
激
化
し
た
。
と
と
に
庚
巾
手
捺
染
の
主
要
素
材
た
る
人
絹
、
絹
白
下
落
か
ら
受
註
高
が
減
少
し
、
稼
働
率
も
前
記

諸
例
の
ご
と
き
一

O
O
%か
ら
一
年
後
白
二
十
六
年
春
忙
は
四

O
%程
度
に
低
下
し
た
~
。
も
う
と
も
そ
の
後
や
や
同
復
を
示

L
た
こ

ム
」
は
失
の
月
別
生
産
高
に
見
る
ど
ム
」
く
で
あ
る
。

合相
{訂万叩

7.5 

す
な
わ
ち
二
十
五
年
中
は
月
五
寓
反
在
い
し
十
高
反
、
金
額
に
し
て
五
千
寓
在
い
し
一
億
高
間
ぜ
あ
っ
た
も
の
が
、
二
十
六
年
は
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京
都
染
色
エ
業
調
査

第
七
十
巻

ゴu

rUJ 

第
二
輯

月
二
、
三
寓
反
、
金
頼
に
し
て
二
千
寓
同
前
後
に
下

b
、
結
局
二
十
五
年
合
計
七
十
寓
反
、
五
億
三
千
寓
閣
か
ら
二
十
六
年
は
五
十

高
反
、
一
億
八
千
高
閣
に
激
減
し
た
。
二
十
七
年
以
降
は
ふ
た
た
び
月
六
寓
反
、
四
千
高
間
続
皮
に
同
復
し
て
き
た
。

と
の
識
維
市
侃
を
反
映
し
て
染
加
工
貨
の
低
落
は
受
註
高
の
減
少
よ

U
も
一
一
暦
悲
し
く
、
二
十
六
年
の
加
工
数
量
が
前
年
の
七
O

%
強
で
あ
る
の
に
劃
し
て
加
工
賃
収
入
は
前
年
の
四
O
%
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

加
工
貨
の
低
落
は
し
か
し
一
一
十
五
布
の
調
査
官
時
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た
。
原
料
の

F
落
が
年
初
い
ら
い
一
五

l
二
O
%
で
あ
る

に
封
し
て
加
工
賃
の
そ
れ
は
二
O
五
O
%
に
建
し
た
。
そ
の
哉
、
端
は
二
十
四
年
六
月
、
染
加
工
貨
の
岡
山
絡
統
制
撤
躍
で
あ
っ
て
司

つ
い
で
ド
ッ
ヂ
・
ラ
イ
ン
の
賢
施
忙
よ
る
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
の
影
響
も
己
れ
に
加
わ
ヲ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
ふ
な
ら
ば
、
以
前
白
過

両
左
統
制
慣
絡
が
正
常
な
欣
替
、
に
か
え
っ
た
に
と
ど
ま
る
が
、
貨
は
業
者
滋
立
位
よ
る
競
争
激
化
が
い
ま
一
つ
の
大
き
左
原
因
と
見

在
け
れ
ば
な
ら
在
い

3

モ
し
て
と
の
と
と
は
加
工
賃
白
低
下
が
高
級
品
を
扱
う
工
場
白
場
合
に
、
他
白
一
も
白
よ
り
少
か
F
J

た
賠
か
ら

も
、
ま
た
職
問
物
に
円

J

い
て
は
営
時
下
落
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

ま
た
本
年
に
入
門

J

て
か
ら
は
機
械
捺
染
工
場
が
輪
出
停
頓
の
影
響
を
回
避
す
る
た
め
、
木
古
川
白
綿
か
、
b
A綿
、
絹
の
捺
染
に
進
出

し
、
ス
ク
リ
l

y
捺
染
に
競
争
泣
い
ど
ん
で
来
た
と
と
か
ら
新
た
な
問
題
を
生
じ
ワ
つ
あ
る
。
他
方
、
・
小
巾
捺
染
の
業
者
が
、
最
近

は
や
や
需
要
が
好
縛
し
た
も
の
の
、
一
般
的
に
は
能
力
過
剰
に
悩
ん
で
一
消
防
主
成
巾
輔
換
に
見
出
さ
ん
と
し
、
そ
の
結
果
、
今
日
小

巾
業
者
の
四
割
は
度
巾
捺
染
に
轄
換
し
ま
た
は
と
れ
を
粂
管
す
る
に
歪
り
、

か
く
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
は
腹
背
岡
国
か
ら
白
競
争

に
さ
ら
さ
れ
て
、
加
工
貸
の
低
τけ
を
認
し
く
し
つ
つ
あ
る
。

操
業
皮
が
低
下
し
、

加
工
賃
が
下
落
し
た
〆
ば
か
り
で
な
い
。

経
営
困
難
を
一
府
加
重
し
た
も
の
に
代
金
の
岡
牧
率
の
問
題
が
あ

る。



調1'E工場の経営紋況 (3) 同~1l:率

昭和iM年6月
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調
官
官
九
工
場
の
う
ち
一
例
を
除
き
、
い
が
れ
も
現
金
同
牧
主
り
も
手

形
梯
ま
た
は
翌
月
繰
越
の
方
が
多
く
、
前
年
は
そ
の
比
率
が
逆
で
あ
っ

た
こ
と
を
見
れ
ば
、
と
れ
が
経
営
上
白
負
婚
を
加
重
し
た
ζ

と
は
明
ら

か
で
あ
る
う
。

労
働
事
情
を
見
る
に
調
在
官
時
一
日
八

l
九
時
間
労
働
、

十
五
六
日
操
業
が
多
い
が
、
輸
出
品
註
文
の
多
い
と
と
る
で
は
十
一

時
間
、
二
十
八
日
中
T

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
ヲ
た
。
こ
れ
は
自
時
白
需
要

一
カ
月
二

旺
慌
の
結
果
で
あ
う
て
、
二
十
六
年
に
は
か
か
る
超
過
労
働
は
激
減
し

た
。
ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
も
相
官
の
熟
練
日
労
働
者
を
裂
す
る
の
で
見
工
の

最
高
月
収
賃
金
は
二
高
国
主
超
え
る
も
の

(
例
え
ば
こ
寓
四
千
六
百
閑
)

一
高
五
千
二
高
九
千
回
が
多
く
、
男
工
干
均
は
八
千
日
寓
四
千
固
と
な
る
。
と
れ
に
よ
う
て
見
れ
ば
、
工
場
白
差

が
き
わ
め
て
大
き
い
と
占
、
高
賃
金
が
支
梯
わ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
は
前
記
機
械
捺
染
の
揚
令
と
大
惑
な
い
金
額
で
あ
る
と
と
が
見

ら
れ
る
。
女
工
平
均
は
四
千
八
千
固
で
、
機
械
捺
染
の
場
合
よ
り
や
や
低
い
。
そ
れ
に
し
て
も
京
都
機
械
捺
染
工
の
賃
金
が
前
越

白
ど
と
く
著

L
〈
高
い
と
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ス
グ
リ
l

y
捺
染
工
の
そ
れ
も
高
位
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
れ
も

調
査
常
時
ま
で
の
業
界
の
好
侃
の
反
映
虻
外
在
ら
な
い
が
、
そ
の
後
は
不
侃
の
た
め
ほ
と
ん
ど
騰
貴
し
て
い
な
い
。

そ
れ
忙
し
で
も
と
の
賃
金
の
高
位
は
、
京
都
白
停
統
的
中
小
企
業
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
一
特
徴
で
あ
っ
て
、
そ
の
産
業
の
将
来
を
考

え
る
場
合
、
他
産
地
と
の
競
争
力
を
弱
め
る
重
要
な
一
因
で
あ
り
一
、
現
忙
染
加
工
賃
白
原
慎
構
成
白
在
か
で
止
め
る
労
務
費
は
三

O

も
あ
る
が
、京

都
染
色
工
業
調
査

第
七
十
巻

:fL 

事

抗

五

/ 



ば
か
り
か
、 京

都
染
色
工
業
調
査

句、
平均

10，140 
8，700 

14，000 
7，000 

14，400 

調脊工場の労務欣視

昭和25年 6月

金

最低

3，950 
3，000 

4，000 
4，000 

11，000 

賃

一最同

1<1.400 
13;000 

18，000 
6，000 

20020 

日

証野明」時間

a 

11 

7，000 

7，000 

18，000 
5，000 

15，000 
12，000 

5;000 

3000 

15，000 
4，500 

14，000 

10，000 

19;000 
13，000 

10，000 

21，000 
5，100 

19，000 

15)UOO 

8 

8.5 

9.5 

8 

9 

8 

25 

23 

I王

I 

第
七
十
巻

:tc 
四

事

由

~ ，、

月

作業目数

A 26 

28.5 

8 

25 

25 

26 

26 

26 

%
に
上
白
、
機
械
捺
染
の
場
合
よ
り
も
著
し
く
大
き
い
。

ス
ク
リ
ー
ン
捺
染
白
原
償
構
成

(
が
戸
)

B 

vt
く
に
輸
出
向
け
の
大
量
需
要
に
劉
』
て
均
質
州
刊
を
確
保
し
が
た
い
。
た
し
か
に
分
業
的
方
法
は
俊
悦
格
と
愛
勤
に
封

C 

D 

F 

G 

二染九原
五料!

「料

O 糊ノ費

野
務
費

=一O

管
業
締
費

二
O

利

潤
一
五

E 

以
上
の
ご
と
く
、
一
時
活
侃
を
誇
う
た
λ

ク
リ
ー
ン
捺
染

工
業
も
、
織
維
市
侃
が
停
滞
を
絞
け
た
た
め
需
要
が
減
退
し
、

上欄は男エ，下欄は女工

と咋し
代奇二か
金以も
同来機
牧不械
翠 i!も捺
のに染

悪沈と
イ七み小
と、、巾

主主 モ キ奈
つれ染
'C 肝心

王見加雨
わ 1二百
れ貨か
た口ら
の甚競
でださ手
あ L 1e 
るいう
。低け

F て

し
か
し
業
界
の
沈
滞
は
車
な
る
一
時
的
な
原
因
。
結
果
と

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
工
程
が
細
分
さ
れ
分
業
化
さ
れ

て
い
る
た
め
、
高
度
白
品
質
を
保
持
す
る
の
に
障
害
が
あ
る

す
る
抵
抗
力
会
一
い
う
貼
?
一
は
有
利
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
の
み
で
は
将
来
の
獲
展
に
限
度
が
あ
る
。
と
く
に
聡
出
向
に
ワ
い
て
は
一

貫
作
業
の
経
営
、
ま
た
は
少
く
と
も
共
同
仕
上
設
備
が
必
要
で
あ
る
う
。
そ
し
て
か
か
る
も
白
に
ワ
い
亡
は
他
業
界
か
ら
の
競
争
も

苫
し
て
担
〈
ひ
び
か
む
い
は
宇
で
あ
る
。
他
方
、
京
都
染
色
工
業
の
高
賃
金
も
一
う
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
維
持
し
な
が
ら
他
産



地
長
の
競
丘
中
佐
耐
え
て
ゆ
ぐ
塗
は
設
備
の
合
理
化
と
品
質
の
高
度
化

J
り
ほ
山
に
な
い
。
ス
ク
リ

1
y
捺
染
は
小
巾
捺
染
に
比
べ
て

た
し
か
に
高
能
率
の
作
業
方
法
に
相
違
左
い
け
れ
ど
も
、
染
料
の
配
合
、
捺
染
蛋
白
清
掃
(
一
反
こ
と
に
板
に
附
着
し
た
色
糊
を
除
〈
作

業
)
乾
燥
、
精
紙
、
高
級
仕
上
げ
な
ど
改
善
す
べ
き
絵
地
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
。

ス
ク
リ
l

y
捺
染
業
者
は
京
都
織
物
染
色
協
同
組
合
を
組
織
し
、
組
合
は
最
近
共
同
受
註
、
共
同
検
査
、
共
同
集
金
、
資
材
の
共

同
購
入
な
ど
宇
行
い
つ
つ
あ
る
が
、
も
弘
長
業
界
の
根
本
的
問
題
に
劃
鹿
す
る
十
分
な
括
勤
を
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

間
京
支
躍
に
闘
す
る
一
般
喪
料
、
二

C

二
一
頁
。

的
同
上
、
二
一
頁

同
同
上
、
二
八
頁
。

紙
隔
の
脳
係
上
、
小
巾
友
硝
や
土
び
説
友
加
に
及
び
川
押
な
か
っ
た
が
、
近
い
機
合
比
約
い
た
い
。

本
調
脊
研
究
の
機
九
吋
H
L
援
助
を
興
え
ら
れ
た
京
都
府
労
働
経
一
併
研
究
所
に
厚
〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
一
る
。

京
都
染
色
工
業
調
企
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十
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